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まえがき

本書では，英語版HP FMS V2.5で追加された新規機能や変更された機能ととも
に，本リリースで修正された問題点および現在の問題点，制約などについて説明し
ます。また，日本語HP FMS V2.5特有の機能，および，英語版HP FMS V2.5と
の互換性および相違点について記述します。

なお，本書に記述されている事項以外の FMSの機能については，次のマニュアル
を参照してください。

• 『HP FMS for OpenVMS Systemsインストレーション・ガイド』

• 『HP FMS for OpenVMS Systems Introduction』

• 『HP FMS for OpenVMS Systems Form Driver Reference Manual』

• 『HP FMS for OpenVMS Systems Utilities Reference Manual』

• 『HP FMS for OpenVMS Systems Language Interface Manual』
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1
日本語 HP FMSバージョン 2.5での改善点と特徴

1.1 日本語OpenVMS I64のサポート

日本語HP FMS for OpenVMS I64バージョン 2.5は，日本語OpenVMS I64オペ
レーティング・システムをサポートします。

1.2 LMFのサポート

日本語OpenVMS I64で日本語HP FMSを使用するには，ライセンスが
LICENSEデータベースに登録されている必要があります。登録を行うには，それ
に必要な情報が盛り込まれた PAK (Product Authorization Key)が必要となりま
す。登録されたライセンスは，更に起動させてシステムに認識させる必要がありま
す。

1.3 フォーム・ファイルとフォーム・ライブラリ形式の互換

日本語HP FMS for OpenVMS I64バージョン 2.5は，.FRMおよび.FLBのファ
イル形式を変更していません。日本語 FMSバージョン 2.4の既存のファイルを日
本語OpenVMS I64上でも使用できます。

1.4 メモリ配置とUAR VECTORオブジェクト・ファイルの形
式の非互換

日本語OpenVMS I64ではオブジェクト・ファイルの形式が異なるため， JFMS
/VECTORおよび JFMS/OBJECTユーティリティにいくつかの変更があります。
これらのユーティリティは，デフォルトでは日本語OpenVMS I64のファイル形式

日本語 HP FMSバージョン 2.5での改善点と特徴 1–1



日本語 HP FMSバージョン 2.5での改善点と特徴
1.4メモリ配置と UAR VECTORオブジェクト・ファイルの形式の非互換

のファイルを生成します。OpenVMS I64システムでOpenVMS Alphaまたは，
OpenVMS VAXの VMSオブジェクトをクロス開発する機能は提供されません。

JFMS/VECTORおよび JFMS/OBJECTが変更されたため，日本語HP FMSフォ
ーム・ドライバを利用する場合は，アプリケーションを再コンパイル，再リンクす
る必要があります。

1.5 フォーム・ドライバを利用しているアプリケーションの
OpenVMS I64への変換

ネイティブのOpenVMS AlphaアプリケーションをOpenVMS I64で再リンクし
て実行することはできません。 AESTユーティリティを使用することで， Alpha
イメージから I64イメージへのバイナリ・イメージ変換が可能です。変換された
アプリケーションによって使用されるフォーム・ドライバ JFDVSHR.EXEも同
様に， Alphaから I64への変換が必要です。その結果生成された変換済みフォー
ム・ドライバは， SYS$SHAREへコピーする必要があります。これにより，変換
済みアプリケーションが自動的に変換済みフォーム・ドライバを使用するようにな
ります。

もともと VAXプラットフォーム用に開発され，その後OpenVMS Alpha用に変換
されたOpenVMSアプリケーションも，OpenVMS I64用に変換することができ
ます。この場合，フォーム・ドライバについても， VAXから Alphaへ変換し，そ
の後 I64用に変換したものを使用する必要があります。

現在OpenVMS VAXで使用しているアプリケーションがある場合， 2ステップの
変換処理，すなわち VESTユーティリティでOpenVMS Alphaへ変換した後，上
記の手順でOpenVMS I64用に変換する必要があります。

注意

FMS for OpenVMS I64のフィールド・テストの段階では，バイナリ・トラ
ンスレータ・ツール AESTがまだテスト段階であったため，変換済みフォ
ーム・ドライバと変換済みアプリケーションの性能に関しては，完全なテ
ストを実施することができませんでした。

1–2 日本語 HP FMSバージョン 2.5での改善点と特徴



日本語 HP FMSバージョン 2.5での改善点と特徴
1.6日本語機能の概要

1.6 日本語機能の概要

日本語HP FMS(Forms Management System)バージョン 2.5は，英語版のHP
FMS for OpenVMS I64バージョン 2.5のフォーム・ドライバに，ローマ字・かな
漢字変換入力機能を付加し，さらにフォーム・エディタに日本語の編集および入力
機能を付加したものです。その他の機能は英語版のHP FMS for OpenVMS I64バ
ージョン 2.5と同等です。ただし，ユーロ対応機能は日本語HP FMSバージョン
2.5には含まれていません。また，同一システム内に英語版と日本語版の共存が可
能です。

日本語DEC FMSバージョン 2.3では，キーパッドはアプリケーション・モードに
固定されていましたが，日本語HP FMSバージョン 2.4以降では，日本語変換用
のフロント・エンド・プロセッサの使用を可能にするために，ユーザがキーパッ
ドのモードを設定できるように変更されています。したがって，日本語HP FMS
バージョン 2.3と同様に使用するためには，キーパッドのモードをあらかじめアプ
リケーション・モードに設定する必要があります。 PC等の日本語変換用のフロン
ト・エンド・プロセッサから日本語HP FMSの Xフィールドに漢字を入力するこ
とは，次のように設定することで行えます。

$ RUN SYS$KANJI:KANJIGEN
KANJIGEN> SET/INPUT=KANJI
KANJIGEN> EXIT

ただし，この場合キーボードから直接ひらがなを入力することはできません。

日本語HP FMSでは，GRキャラクタ・セットを指定することができます。GR
キャラクタ・セットの指定により， 8ビットデータ (半角カナ)と 16ビットデータ
(漢字)をフォーム上で混在させることが可能です。

日本語 HP FMSバージョン 2.5での改善点と特徴 1–3





2
日本語 HP FMSバージョン 2.5における制限事項

2.1 VT200シリーズ端末の文字セット

次の制約は， VT200シリーズの端末上で動く文字セットの使用に適用されます。
詳細については，お手元の VT-200シリーズ・ターミナルのドキュメントをご覧く
ださい。

• SET1と SET2（VT100端末上で動く別売の文字セット）を VT200端末で 使
用することはできません。これらの文字セットを指定しても，表 示されるフォ
ーム，テキスト，および／またはフィールドは，どの ような文字セットとなっ
て現われるか，予測がつきません。

• UK文字セットは， VT200シリーズ上の VT100モードでのみ使用できま す。
VT200モードで稼働させ，英国ポンド記号を使いたい場合は，ア プリケーショ
ンおよびフォームを修正してDECマルチナショナル文字 163（10進法）を使
えるようにし，フォーム，テキスト，およびフィ ールドから文字セットの属性
を取り除いてください。

• 現行では，HP FMSは文字セットをG0またはG1として「指定」するの み
で，これらをGLに「呼び出す」だけです。HP FMSは，文字セット をG2ま
たはG3として指定することはせず，また文字セットをGRに呼 び出すことは
しません。ただし，G2，G3，GRは将来のバージョンで 使用する可能性があ
るため，アプリケーションはこれらに依存する べきではありません。

• VT200シリーズの端末で「ソフト」 (down-line loadable)文字セット の使用
は，HP FMSによりサポートされていません。ユーザは，ソフ ト文字セット
のロード，指定，呼び出しを FMSの外部で行う必要があ り，更にフォーム，
フィールド，テキストを "AS IS"文字セットを付 けて使う必要があります。

• 使いたい文字セットを VT200シリーズの端末に表示させる際に何か問 題があ
る場合は，端末の SET-UPオプションを確認し， VT2xxシリー ズ・プログラ
マ・リファレンス・マニュアルで正しい設定を調べて ください。

日本語 HP FMSバージョン 2.5における制限事項 2–1



日本語 HP FMSバージョン 2.5における制限事項
2.1 VT200シリーズ端末の文字セット

• 日本語変換用のフロント・エンド・プロセッサを使用する場合はキ ーパッドの
設定をニューメリック・モードに，使用しない場合はア プリケーション・モー
ドに，あらかじめ設定してください。

2.2 VT240シリーズ端末のフォーム属性とビデオ属性

VT240シリーズ端末のビットマップ・アーキテクチャのため，フォームやビデオ
の属性の中には， VT240シリーズ端末では他の機種と同じに動作しないものがあ
ります。

• VT240シリーズ端末には， 1画面 100点滅文字というハードウェア上の 限界
があります。

• VT240シリーズ端末では，横倍角や倍角の行は， VT100や VT220端末に 比
べ，表示やクリアの速度がかなり遅くなります。

• エラー信号モードが反転に設定されている場合 (フォーム・ドライバ 呼び出し
FDV$SSIGQ)， VT240端末のハードウェアは画面をリペイント します。

これらの属性の使用は制限されませんが，使用に伴う端末の性能の限界を知ってお
いてください。

2.3 データ管理ツールを使ったFMSアプリケーション

お使いの FMSアプリケーションが，DATARIEVEなどのデータ管理ツールへの
呼び出し可能インタフェースを使用している場合は，それらのツールおよびライブ
ラリもOpenVMS I64上で使用できることを確認してください。詳細は，最寄りの
サポート・センタまでご連絡ください。

2.4 RMSファイル・バージョンの限界

フォーム・エディタを既存のフォームについて使用する場合，フォーム・エディタ
は，エディタが最初に呼び出された時に出力ファイルを生成します。これは，フォ
ーム・エディタから抜け出る時に，出力ファイルを開くことができない場合に編集

2–2 日本語 HP FMSバージョン 2.5における制限事項



日本語 HP FMSバージョン 2.5における制限事項
2.4 RMSファイル・バージョンの限界

内容が失われないようにするためですが，ファイル・バージョン限界セットのある
ファイルやディレクトリにとっては，問題を引き起こす可能性があります。もし
も，出力ファイルを開いた時に限界に達すると，オペレーティング・システムはフ
ァイルの最下位のバージョンを削除します。フォームを退避させないでフォーム・
エディタから抜け出ると，利用できるファイルのバージョン数は，エディタが呼び
出された時よりも 1つ少ない数となります。従って，バージョンの限界が 1に設定
されていると，非常に危険です。バージョンの限界が 1に設定されている場合で，
フォームを退避させずにエディタから退出すると，利用できるフォームの前回のバ
ージョンがなくなってしまいます。エディタを使用する場合は，ディレクトリおよ
びファイル・バージョン限界を 1より大きい数に設定するようにしてください。

2.5 フォーム・エディタ "AS IS"の幅制限

フォーム・エディタの中で幅を "AS IS"と指定したフォームを作成し，かつフォ
ームに倍角または横倍角の行が 1行以上含まれる場合，フォーム・エディタはそ
のフォームを，現在の端末の幅 (SET TERMINAL/WIDTH)として要求されて
いる幅で出力します。これは，幅 132に設定されている端末 (SET TERMINAL
/WIDTH=132)で "AS IS"フォームを編集する場合に，問題を引き起こす可能性が
あります。フォームが物理的に占める幅が 80カラム以下であっても，フォームは
フォーム・ドライバによる表示に 132カラムの画面を要求します。

この問題は，倍角または横倍角の行の含まれる "AS IS"幅のフォームを編集する際
に，幅 80の端末 (SET TERMINAL/WIDTH=80)でフォーム・ドライバを使用す
れば，解決できます。その結果，フォームは， 80カラムまたは 132カラムのどち
らかの画面に表示されます。この制限は，フォームが倍角または横倍角の行を含む
場合で，かつフォームの幅が "AS IS"に設定されている場合にのみ適用されます。

2.6 HP FMSでのTYPEAHEADとHOSTSYNCの端末設定

VMSドキュメンテーションで述べられているように，端末は， "TYPEAHEAD"ま
たは "NOTYPEAHEAD"に設定することができます (VMS SET TERMINAL DCL
(DIGITAL Command Language)コマンドについては，ドキュメンテーションを
参照)。HP FMSとフォーム・ドライバのアプリケーションは，どちらの設定方法
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の端末でも稼働します。ただし，ノー・タイプアヘッド (先行入力禁止)の場合は，
フィールドに追加文字が入ったり，データが損失したりといった問題を引き起こす
可能性があります。

タイプアヘッド (先行入力許可)は，プログラムまたはシステムの読み込みがされて
いないタイミングでも入力を受け付けます。ノー・タイプアヘッド (先行入力禁止)
とは，プログラムまたはシステムが読み込みを端末に発行しない限り，端末が入力
を受け付けないことを意味します。読み込みがなくて入力された文字は放棄されま
す。

ノー・タイプアヘッドに伴う問題は，端末のオペレータが， 1つ以上の文字を生成
するキーを押す時に起こります。例えば，矢印キーがこれにあたります。

Operator
presses arrow: <ESC>[A

Time: -----|----|----->
A B

前の例では，オペレータが時間 Aで矢印キーを押していますが，端末に対する読み
込みは，エスケープ・シーケンスの最中では，時間 Bになるまで出されません。そ
の結果，エスケープ文字（<ESC>）は，求められていない入力とみなされ，失わ
れてしまいます。ところが， "[A"は求められている入力なので，フィールド内でデ
ータとして使われます。従って，オペレータの行いたい矢印操作は，データ (不要
データ)をフィールドに入力するものとして誤って解釈されてしまいます。

これは，オペレータの入力する文字が有効化されない時にフォーム・ドライバを使
用するアプリケーションで特に目につきます。この時点でエラー・メッセージが表
示され，カーソルがフィールドに再位置付けされるまで，未解決の読み込み動作は
行われません。

従って，フォーム・ドライバのアプリケーションは，タイプアヘッドに設定されて
いる端末で稼働するようにしてください。もしも，端末を専用端末とし，ノー・タ
イプアヘッドでセット・アップすることが重要である場合は，フォーム・ドライバ
のアプリケーションが読み込み動作 (FDV$GETx, FDV$WAIT)を発行する前に，
端末の特性を，DCLコマンド SET TERMINALあるいは要求されているシステ
ム・サービスの呼び出しで，タイプアヘッドに変更することをすすめます。
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オペレータがエスケープ・シーケンスを生成するキー (例えば，矢印キー)を使
って入力を続けた場合，タイプアヘッド・バッファがいっぱいになると，シーケ
ンスのその部分が失われる可能性があります。シーケンスの一部が失われると，
FDV$GET-typeの呼び出しは，データのオーバランがあることをフォーム・ドラ
イバのアプリケーションに知らせるシステム・エラーを伴って終了してしまうこと
があります。この問題が起こらないようにするには，フォーム・ドライバ・アプリ
ケーションがアタッチされている端末をHOSTSYNCに設定するようにしてくだ
さい。

2.7 BASIC CTRL/C機能 (CTRLC)とフォーム・ドライバ呼び出
し

BASICユーザ・ガイドで提案されているように， BASICの CTRL/C機能
(CTRLC)は，プログラムから出る前に最終クリアを行う時に用いられるべきで
す。 BASIC CTRLCにより中止されたフォーム・ドライバ呼び出しは (CTRL/Cの
トラッピングが BASIC CTRLC機能により許可されている場合)，フォーム・ドラ
イバの内部データ構造を壊してしまいます。 CTRL/Cのトラッピング後に行われ
たフォーム・ドライバ呼び出しはすべて，予想できない結果となる場合がありま
す。これは， BASICリファレンス・マニュアルで述べられているように，フォー
ム・ドライバのデータ構造を始めとする変数が未定義の状態のままとなる可能性が
あるからです。

2.8 7ビット端末でマルチナショナル文字セットを使うフォー
ム

マルチナショナル文字セットを使用する VT200シリーズの端末で稼働するように
作られているフォームは，マルチナショナル文字セットを認識しない VT100シリ
ーズ端末やその他の７ビット端末で動かすことができます。８ビット文字を７ビッ
ト文字に翻訳させるには，端末を "/FALLBACK"に設定してください。DCLコマ
ンド SET TERMINAL/FALLBACKについての詳細は，DCLディクショナリをご
覧ください。また，この特徴はシステムの性能全体に影響を与える可能性があるこ
とに注意してください。
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2.9 23行以上のフォームの端末設定

23行よりも長い FMSフォームを，フォーム・ドライバまたはフォーム・エディタ
のどちらかで使う場合は，端末は，フォームの最終行より少なくとも 1行多い数に
設定する必要があります。フォーム・エディタを使用する場合は，エディタを呼
び出す前に，あらかじめDCLの "SET TERMINAL/PAGE"コマンドを出してこれ
を行う必要があります。フォーム・ドライバを使用する場合は，アプリケーショ
ンを稼働させる前に，あらかじめDCL "SET TERMINAL/PAGE"コマンドを出す
か，または IO$_ SETMODE QIOにより行うことができます。 FDV$ATERM呼
び出しがすでに出されている場合は， FDV$SCR_LENGTHに対する呼び出しを
IO$_SETMODE QIOの後に続け，フォーム・ドライバに新しいページ設定を教え
る必要があります。

フォームで必要なページ設定を決めるには，フォーム属性で指定されている数値
をクリアするための最終行に 1行を足すか，またはフィールドあるいはバックグ
ラウンド・テキストのどちらかを含む最終行に 1行を足してください (大きい方の
値にします)。例えば，あるフォームに 1から 30までをクリアする領域があるが，
40行目にフィールドがある場合，このフォームを表示するのに必要なページ設定
は 41となります。また，あるフォームに 1から 30をクリアする領域があり，かつ
28行目以降にフィールドやテキストが何もない場合は，このフォームを表示する
のに必要なページ設定は 31となります。
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3
フォーム・ドライバによる日本語処理

日本語HP FMS V2.5では，フォーム・ドライバが，ローマ字・かな漢字変換機能
を持っています。フォーム・ドライバの入力関係のルーチンを呼び出すことによ
り， VT280あるいは VT380シリーズ漢字端末装置から，漢字を入力することがで
きます。

3.1 フォーム・ドライバの呼び出し

日本語HP FMSフォーム・ドライバのインタフェースは，ルーチン名や引数な
ど，英語版の FMSと全く同等です。したがって，英語版のフォーム・ドライバを
呼び出しているアプリケーション・プログラムも，ソース・プログラムを修正する
ことなしに，日本語版フォーム・ドライバとリンクしなおすだけで，漢字入力が行
えます。

ローマ字・かな漢字変換機能による漢字入力は，次のルーチンで行えます。

FDV$GET 　　　　FDV$GETAF　　　 FDV$GETAL
FDV$GETDL　　　 FDV$GETSC

また，漢字入力できるフィールドは，第 3.2節で述べる「漢字フィールド」に限定
されます。

3.2 漢字フィールド

ローマ字・かな漢字変換により漢字が入力できるフィールドは，「漢字フィール
ド」に限定されます。漢字フィールドは，フォーム・エディタまたはフォーム・ラ
ンゲージにより，次のように定義します。
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3.2漢字フィールド

• 漢字フィールドは，全てのフィールド設定文字が， "X"でなければな りませ
ん。ただし，フィールド・マーカ文字 (B, !, $, %等)が含ま れていてもかまい
ません。

• 漢字フィールドの文字セットは， "SET1"以外でなければなりませ ん。文字セ
ットの指定については，第 4.2.2項を参照してください。

• 漢字フィールドの属性として「自動タブ」を指定することはできま せん。

上記のように定義された漢字フィールドに対して，第 3.1節で述べた，入力に関係
するフォーム・ドライバ・ルーチンを呼び出すと，漢字，ひらがな，カタカナ，全
角文字，特殊記号等への変換が行えます。また， VT280あるいは VT380シリーズ
漢字端末でカナ・キーをタイプした場合，漢字フィールドでは自動的に全角ひらが
なに変換されます。

3.3 漢字コードの分割

漢字フィールドには，フィールド・マーカ文字を含ませることができますが，漢字
フィールドに半角文字を挿入したり削除したりすることにより， 2バイトで構成さ
れる漢字コードの第 1バイト目と第 2バイト目がフィールド・マーカ文字により分
割されてしまうことがあります。このような場合， VT280あるいは VT380シリー
ズ漢字端末には正しく表示することができません。日本語 FMSのフォーム・ドラ
イバは，このように分割された漢字コードの 2バイトを画面上では "X"で表示しま
す。なお，フォーム・ドライバを呼び出しているアプリケーション・プログラムに
は，漢字コードが正しく返されます。

例

フィールドの定義
XXXX%XXXX ("%" がフィールド・マーカ)

現在のフィールドの表示
ABCD%あい

挿入モードで "A" を削除した時の表示
BCDX%Xい
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3.4 キー・ファンクションの追加

日本語 FMSでは，ローマ字・かな漢字変換に関係するキー・ファンクションが追
加されています。これらの定義は， FDV$DFKBDフォーム・ドライバ・ルーチン
の呼び出しに使用することができます。

追加されたキー・ファンクションと対応するコードは，次の通りです。

ファンクション名 機能 デフォルト・キー DFKBDの値

FDV$K_KF_TRHR ひらがな変換 キーパッド 1 51

FDV$K_KF_TRKT カタカナ変換 キーパッド 2 52

FDV$K_KF_TRTN 漢字変換／次候補 キーパッド 7 53

FDV$K_KF_TRPR 前候補 GOLD(PF1)～
キーパッド 7

54

FDV$K_KF_TRFL 全角変換 キーパッド 3 55

FDV$K_KF_TRHF 半角変換 キーパッド 9 56

FDV$K_KF_TRSP 記号変換 キーパッド 8 57

FDV$K_KF_TRNO 無変換 キーパッド 0 58

FDV$K_KF_TRSH 文節縮小 キーパッド 4 59

FDV$K_KF_TREX 文節拡張 GOLD(PF1)～
キーパッド 4

60

FDV$K_KF_MVRT 文節右移動 キーパッド 5 61

FDV$K_KF_MVLF 文節左移動 GOLD(PF1)～
キーパッド 5

62

ファンクション名とDFKBDの値の対応をつけるための定義ファイルが，論理名
JFMS$EXAMPLESのディレクトリ内に，プログラミング言語ごとに用意されて
います。

キー・ファンクションについて，詳しくは『HP FMS for OpenVMS Systems
Form Driver Reference Manual』を参照してください。
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3.5 日本語FMSフォーム・ドライバのリンク方法

日本語 FMSフォーム・ドライバ・ルーチンを呼び出しているアプリケーション・
プログラムは，次のように日本語 FMSフォーム・ドライバとリンクします。日本
語 FMSフォーム・ドライバは，共有イメージになっています。従って，リンク時
にオプション・ファイルを指定し，その中でフォーム・ドライバを共有イメージと
して指定します。

例 1

オプション・ファイル FDV.OPTを指定してリンクする方法。

$
$ LINK USERPROG,FDV/OPTION
$

オプション・ファイル FDV.OPT(テキスト・エディタで作成)の内容

SYS$SHARE:JFDVSHR/SHARE

例 2

Sharable Imageの指定を端末 (キーボード)から行う方法。

$
$ LINK USERPROG,SYS$INPUT/OPTION
SYS$SHARE:JFDVSHR/SHARE
Ctrl/Z
$

3.6 エラー・メッセージの切り換え

日本語 FMSのフォーム・ドライバからのエラー・メッセージは，通常，日本語で
表示されます。 VT280あるいは VT380シリーズ以外の端末装置 (VT100シリーズ
等)で使用する場合，次のような方法でメッセージファイルを切り換えることによ
り，英語によるエラー・メッセージを出力させることができます。
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3.6エラー・メッセージの切り換え

$ ASSIGN SYS$MESSAGE:JFDVMSGE.EXE JFDVMSG

日本語 FMSを利用しているアプリケーション・プログラムを起動する前に前記の
コマンドを実行してください。なお，この機能は単にエラー・メッセージを英語で
表示するように切り換えるだけで，漢字フィールドはあくまで漢字フィールドとし
て扱われますので， VT280あるいは VT380シリーズ漢字端末以外の端末装置を使
用しても，漢字フィールドに半角カナを入力したり，表示したりすることはできま
せん。また，漢字フィールドでのかな・漢字変換は行えますが，意味のない文字が
表示されます。

3.7 制限事項および注意事項

日本語HP FMSフォーム・ドライバを使用する上での制限事項および注意事項に
ついて説明します。

3.7.1 漢字フィールドのフィールド長

フォーム・エディタやフォーム・ランゲージで漢字フィールドを定義する時に，フ
ィールド長は読みを入力するのに充分な大きさを与えなければなりません。

3.7.2 漢字データの表示

次のルーチンにより漢字データを漢字フィールドに表示する場合，その漢字フィー
ルドはデータを表示するのに充分な長さを持っていなければなりません。

FDV$PUT 　　　　FDV$PUTAL　　　 FDV$PUTD
FDV$PUTDA　　　 FDV$PUTL　　　　FDV$PUTSC

表示する漢字データがフィールド長より長い場合，フォーム・ドライバはフィール
ドの長さに合わせて表示データを切り捨てます。この時，フィールドがちょうど漢
字の 1バイト目と 2バイト目の境界で切れてしまう場合，フォーム・ドライバは最
後の 1バイトに初期挿入文字を挿入します。
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3.7制限事項および注意事項

3.7.3 DECマルチナショナル文字セット

VT200シリーズ等のDECマルチナショナル文字セットをサポートする端末を使用
している場合，かなフィールドの指定を行えば DECマルチナショナル文字セット
を使用することができます。ただし，日本語 FMSでは入力されたコードがDEC
マルチナショナル文字セットに定義されているかどうかのチェックを行いません。
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4
日本語 FMSユーティリティ

ここでは，日本語 FMSのユーティリティについて，特に英語版との相違点および
注意事項について述べます。日本語 FMSのユーティリティの各機能は，英語版
FMSのユーティリティと全く同じです。各ユーティリティの詳細は，『HP FMS
Utilities Reference Manual』を参照してください。

4.1 DCLコマンド

日本語 FMSのユーティリティは， JFMSコマンドにより起動します。

4.2 フォーム・エディタ (JFMS/JEDIコマンドおよび
JFMS/EDITコマンド)

JFMS/JEDIまたは JFMS/EDITコマンドにより日本語 FMSフォーム・エディタ
が起動されます。 JFMS/JEDIではメニュー，ヘルプ，メッセージが日本語で表示
され， JFMS/EDITでは英語で表示されます。

日本語フォーム・エディタにより Layoutフェーズでフォーム内に日本語を入力
し，フォームの編集を行うことができます。詳しくは，『日本語 FMSフォーム・
エディタ利用者の手引き』を参照してください。

4.2.1 日本語入力が可能な項目

日本語 FMSのフォーム・エディタにより， Layoutフェーズ以外でも次の項目で
日本語が入力できます。ただし，これらの項目には半角カナを入力することはでき
ません。

• Formフェーズ (フォーム属性の指定)
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4.2フォーム・エディタ (JFMS/JEDIコマンドおよび JFMS/EDITコマンド)

フォーム名：入力はできますが，受け付けられません。
ヘルプ・フォーム名：入力はできますが，受け付けられません。
ユーザ定義ルーチン (UAR)

UAR名：入力はできますが，受け付けられません。関連データ：入力可能
です。

初期フィールド属性

デフォルト値：入力可能です。
ヘルプ・テキスト：入力可能です。

• Assignフェーズ (フィールド属性の指定)

デフォルト値：入力可能です。
ヘルプ・テキスト：入力可能です。
フィールド対応ユーザ定義ルーチン

UAR名：入力できますが，受け付けられません。
関連データ：入力可能です。

• Dataフェーズ (ネームド・データの入力)

名前：入力可能です。
データ：入力可能です。

• Testフェーズ (フォーム・ドライバによるフォームのテスト)

漢字フィールドとして定義されているフィールドには，入力可能です。

4.2.2 GR文字セット

日本語 FMSでは，GR文字セットの指定を行うことができます。文字セットとし
て "SET1"を指定するとGRはG2（カナ）になります。 "SET1”以外の指定 (「指
定なし」も含む）をするとG3（漢字）になります。これにより，一つのフォーム
上で，漢字と半角カナの混在が可能になります。
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4.3フォーム・ランゲージ・トランスレータ (JFMS/TRANSLATEコマンド)

4.3 フォーム・ランゲージ・トランスレータ
(JFMS/TRANSLATEコマンド)

フォーム・エディタで日本語が入力できる項目に対応する文で，日本語の使用が可
能です。ただし，拡張漢字セット内の漢字で，第 2バイト目が引用符（’）に対応
するコード (16進 27)を持つものは使用できません。

4.4 フォーム・ライブラリアン (JFMS/LIBRARYコマンド)

日本語のデータを含むフォームをフォーム・ライブラリに登録することが可能で
す。また，英語版 FMSのフォーム・ライブラリアンと完全に互換性があります。

4.5 フォーム・テスタ (JFMS/TESTコマンド)

日本語 FMSのフォーム・テスタでは，漢字フィールドとして定義されているフィ
ールドに対して，日本語の入力が可能です。

4.6 ヘルプ・テキスト (HELPコマンド)

日本語 FMS（JFMSコマンド）のヘルプ・テキストが用意されています。

$ HELP @JSYHELP JFMS

により， VT280あるいは VT380シリーズ漢字端末装置から日本語 FMSユーティ
リティのヘルプ・テキストを参照することができます。

日本語 FMSユーティリティ 4–3





5
サンプル・アプリケーション・プログラムの使用

日本語HP FMSのインストレーション，および日本語 FMS起動のプロ
シージャ (SYS$MANAGER:JFMSTRTUP.COM)内で，システムの論理名
JFMS$EXAMPLES:が定義されます。この論理名で表されるディレクトリには，
日本語 FMS V2.5のサンプル・アプリケーション・プログラムに関連したファイル
が含まれています。この論理名がシステムに定義されていない場合は，システム・
マネージャに伝えてください。

サンプル・アプリケーション・プログラムは日本語HP FMS V2.5がインストール
される時，オプションとしてインストールされます。サンプル・アプリケーショ
ン・プログラムを実行するには，これらのプログラムがインストールされていなく
てはなりませんが，言語ファイル (FDVDEF.xxx)は必ず JFMS$EXAMPLES:に登
録されています。

日本語HP FMS V2.5には，次のようなサンプル・アプリケーション・プログラム
があります。

言　語 プログラム 実行可能イメージ

BASIC SAMP.BAS SAMP.EXE

BLISS SAMPBLI.BLI SAMPBLI.EXE

C SAMPCC.C SAMPCC.EXE

COBOL SAMPCOB.COB SAMPCOB.EXE

FORTRAN SAMPFOR.FOR SAMPFOR.EXE

PASCAL SAMPPAS.PAS SAMPPAS.EXE

BASICのサンプル・アプリケーション・プログラムを起動するには，次のコマン
ドを使います。

$ RUN JFMS$EXAMPLES:SAMP

サンプル・アプリケーション・プログラムの使用 5–1



サンプル・アプリケーション・プログラムの使用

サンプル・アプリケーション・プログラム中で振込依頼を選択すると，デフォル
ト・ディレクトリにデータ・ファイル SAMPCH.DATが作成されます。

5.1 サンプル・アプリケーション・プログラムに関連したファ
イル

サンプル・アプリケーション・プログラムを作成するための次のようなファイル
も， JFMS$EXAMPLESディレクトリに含まれています。

1. SAMPフォームに関連したファイル

サンプル・アプリケーション・プログラムのフォームは，フォー ム・ライブラ
リ SAMP.FLBにストアされています。

『HP FMS Language Interface Manual』に記載されているフォーム のう
ち３つはインストレーション・キットに含まれているフォーム とは異なっ
ています。 CHECK，DEPOSIT，および REGISTERのフォーム には，
SUPPRESS属性を持ったフィールドがあります。 ZERO_FILL属性 および
CLEAR CHARACTER = ’0’属性がこれらのフィールドに追加され ています
が，これらの属性は文書には記載されていません。

ワークステーションでサンプル・プログラムを実行するための LONG_
REGIST.FRMというフォーム・ファイルあります。サンプル・アプリ ケーシ
ョン・フォーム・ライブラリ SAMP.FLBの REGISTERフォームの 代わりに
このフォームを使用すれば，ワークステーションで 55行の フォームを作成
し，表示することができます。

2. FMSアプリケーション・エイドによって作成されたファイル

メモリ常駐のフォーム・ファイル SMPMEMRES.OBJ，およびUARベクタ ー
ファイル SMPVECTOR.OBJです。これらのファイルは SAMP.OBJとリン ク
して，実行可能なイメージ SAMP.EXEを作るために使われます。

3. SAMPデータベース・ファイル

ファイル SAMP.DATは，サンプル・アプリケーション・プログラムに アカウ
ント・データを与えます。

4. フォーム・ドライバ定義ファイル

5–2 サンプル・アプリケーション・プログラムの使用



サンプル・アプリケーション・プログラムの使用
5.1サンプル・アプリケーション・プログラムに関連したファイル

サンプル・アプリケーション・プログラムで使われているシンボル を定義する
ためのファイルです。

言　語 定義ファイル

BASIC FDVDEF.BAS

BLISS FDVDEF.REQ

C FDVDEF.H

COBOL FDVDEF.LIB

FORTRAN FDVDEF.FOR

PASCAL FDVDEF.PAS

これらのファイルは，次のような内容を含んでいます。

• FMSターミネータ・コード

• ファンクションキー・ターミネータ・コード

• フォームドライバ・キー・ファンクション・コード

• UARリターン・コード

• VMSステータス・コード

• FMSステータス・コード

• フォーム・ドライバ・ルーチンの定義

5. 各種言語用のその他のソース・ファイル

サンプル・アプリケーション・プログラムの中には，特定の言語だ けで使う定
義を持ったソース・ファイルがあります。

言　語 ファイル

COBOL SAMPCOB.LIB
SMPCOBUAR.LIB

FORTRAN SMPACCOM.FOR
SMPREGCOM.FOR
SMPSTATUS.FOR
SMPWORK.FOR

6. コマンド・ファイル各言語で，サンプル・アプリケーション・プロ グラムをコ
ンパイルおよびリンクするためのファイルが用意されて います。

サンプル・アプリケーション・プログラムの使用 5–3



サンプル・アプリケーション・プログラムの使用
5.1サンプル・アプリケーション・プログラムに関連したファイル

言　語 コマンド・ファイル

BASIC SAMPBAS.COM

BLISS SAMPBLI.COM

C SAMPCC.COM

COBOL SAMPCOB.COM

FORTRAN SAMPFOR.COM

PASCAL SAMPPAS.COM

5.2 ワークステーションでのサンプル・アプリケーションの実
行

サンプル・アプリケーション・プログラムはそのまま変更なしにワークステーショ
ンで実行することができます。ただし，ワークステーションでは VT280あるいは
VT382のウィンドウを大きく使用することができます。これを利用するためにサ
ンプル・アプリケーションのフォームを 1つ変更します。 REGISTERフォームに
は，チェック・レジスタを表示するためのスクロール領域が含まれていますが，こ
のフォームを 55行のワークステーションのウィンドウで使用できるように変更し
たフォームが用意されています。このフォームは，日本語HP FMS V2.5のキット
には JFMS$EXAMPLES:LONG_REGIST.FRMというファイルで登録されていま
す。サンプル・アプリケーションを 55行のウィンドウで利用するためにはフォー
ム・ライブラリ SAMP.FRMを次の手順で変更してください。

1. システム・マネージャのアカウントでログインします。

2. フォーム・ライブラリに登録されている REGISTERフォームを
JFMS$EXMPLES:REGISTER.FRMというフォーム・ファイルにセーブ
します。

$ JFMS/LIBRARY/EXTRACT -
_$ JFMS$EXAMPLES:SAMP/FORM=REGISTER/OUTPUT=JFMS$EXAMPLES:REGISTER.FRM

3. 新しい REGISTERフォームを登録します。

$ JFMS/LIBRARY/REPLACE JFMS$EXAMPLES:SAMP JFMS$EXAMPLES:LONG_REGIST

5–4 サンプル・アプリケーション・プログラムの使用



サンプル・アプリケーション・プログラムの使用
5.2ワークステーションでのサンプル・アプリケーションの実行

4. ワークステーションのウィンドウ・サイズを 55行にします。

$ SET TERMINAL/PAGE=55

SAMP.FLBフォーム・ライブラリの LONG_REGISTフォームを使用した場合，
サンプル・アプリケーションは標準ターミナル (VT280あるいは VT380シリーズ
など)では動作しなくなりますので注意してください。

サンプル・アプリケーション・プログラムの使用 5–5





6
日本語 HP FMSバージョン 2.5ドキュメントに関

する注意事項

本リリースでは，現在お読みのリリース・ノートの他に次のドキュメントが改訂さ
れています。

• 『日本語HP FMS for OpenVMSインストレーション・ガイド』

これ以外のマニュアルは，以前のバージョンのドキュメントが適用されます。

日本語 HP FMSバージョン 2.5ドキュメントに関する注意事項 6–1





A
ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧

A.1 変換キー配列

日本語 FMSはローマ字・かな変換キーを次のように割り当てています。

例 A–1 キーパッド配列

┌─────┬─────┬─────┬─────┐
│ Gold │　　　　　│　　　　　│　　　　　│
│─────│─────│─────│─────│
│　 PF1 　│　 PF2 　│　 PF3 │　 PF4 　│
├─────┼─────┼─────┼─────┤
│ 漢字変換 │ 記号変換 │　 半角　 │　　　　　│
│─────│─────│─────│─────│
│　前変換　│　　８　　│　　９　　│　　－　　│
├─────┼─────┼─────┼─────┤
│ 文節縮小 │文節右移動│　　　　　│　　　　　│
│─────│─────│─────│─────│
│ 文節拡張 │文節左移動│　　６　　│　　，　　│
├─────┼─────┼─────┼─────┤
│ ひらがな │ カタカナ │　 全角　 │ │
│─────│─────│─────│─────│
│　　１ 　│　　２　　│　 ３　　│ │
├─────┴─────┼─────┼─────┤
│　　　　無変換　　　　│　　　　　│　　　　　│
│───────────│─────│ ENTER │
│　　　　　０　　　　　│　　．　　│　　　　　│
└───────────┴─────┴─────┘

ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧 A–1



ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧
A.1変換キー配列

表 A–1 各キーパッド・キーの機能

キー 機能 説明

キーパッド 7 漢字変換
次候補

かな／ローマ字→漢字
同音異義語の次候補

キーパッド 1 ひらがな変換 かな／ローマ字→ひらがな

キーパッド 2 カタカナ変換 かな／ローマ字→カタカナ

キーパッド 3 全角変換 半角文字→全角文字

キーパッド 8 記号変換 英数，特殊記号→全角特殊記
号

キーパッド 9 半角変換 全角文字→半角文字

キーパッド 0 無変換 変換を行わない

GOLD，
キーパッド 7

前候補 同音異義語の前候補

キーパッド 4 文節縮小 現文節の縮小

GOLD,
キーパッド 4

文節拡張 現文節の拡大

キーパッド 5 文節右移動 現文節を右の文節に移動

GOLD,
キーパッド 5

文節左移動 現文節を左の文節に移動

A–2 ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧



ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧
A.2変換対応表

A.2 変換対応表

A.2.1 ローマ字・かな変換対応表

┌─────────────────┬─────────────┐
│ ローマ字 │ ひらがな │
├─────────────────┼─────────────┤
│ ａ ｉ ｕ ｅ ｏ │ あ い う え お │
│ｋａ ｋｉ ｋｕ ｋｅ ｋｏ │ か き く け こ │
│ｑａ ｑｉ ｑｕ ｑｅ ｑｏ │ くぁ くぃ く くぇ くぉ │
│ｓａ ｓｉ ｓｕ ｓｅ ｓｏ │ さ し す せ そ │
│ｔａ ｔｉ ｔｕ ｔｅ ｔｏ │ た ち つ て と │
│ｎａ ｎｉ ｎｕ ｎｅ ｎｏ │ な に ぬ ね の │
│ｈａ ｈｉ ｈｕ ｈｅ ｈｏ │ は ひ ふ へ ほ │
│ｆａ ｆｉ ｆｕ ｆｅ ｆｏ │ ふぁ ふぃ ふ ふぇ ふぉ │
│ｍａ ｍｉ ｍｕ ｍｅ ｍｏ │ ま み む め も │
│ｙａ ｙｉ ｙｕ ｙｅ ｙｏ │ や い ゆ え よ │
│ｒａ ｒｉ ｒｕ ｒｅ ｒｏ │ ら り る れ ろ │
│ｌａ ｌｉ ｌｕ ｌｅ ｌｏ │ ら り る れ ろ │
│ｗａ ｗｉ ｗｕ ｗｅ ｗｏ │ わ ゐ う ゑ を │
│ｎ │ ん │
│ │ │
│ｘａ ｘｉ ｘｕ ｘｅ ｘｏ │ ぁ ぃ ぅ ぇ ぉ │
│ｘｋａ ｘｋｅ │ ヵ ヶ │
│ ｘｔｕ │ っ │
│ ｘｔｓｕ │ っ │
│ｘｙａ ｘｙｉ ｘｙｕ ｘｙｅ ｘｙｏ│ ゃ ぃ ゅ ぇ ょ │
│ｘｗａ ｘｗｕ │ ゎ ぅ │
│ │ │
│ｇａ ｇｉ ｇｕ ｇｅ ｇｏ │ が ぎ ぐ げ ご │
│ｚａ ｚｉ ｚｕ ｚｅ ｚｏ │ ざ じ ず ぜ ぞ │
│ｊａ ｊｉ ｊｕ ｊｅ ｊｏ │ じゃ じ じゅ じぇ じょ │
│ｄａ ｄｉ ｄｕ ｄｅ ｄｏ │ だ ぢ づ で ど │
│ｂａ ｂｉ ｂｕ ｂｅ ｂｏ │ ば び ぶ べ ぼ │
│ｐａ ｐｉ ｐｕ ｐｅ ｐｏ │ ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ │
│ｖａ ｖｉ ｖｕ ｖｅ ｖｏ │ ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ │
└─────────────────┴─────────────┘

ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧 A–3



ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧
A.2変換対応表

┌──────────────────┬─────────────┐
│ ローマ字 │ ひらがな │
├──────────────────┼─────────────┤
│ｋｙａ ｋｙｉ ｋｙｕ ｋｙｅ ｋｙｏ │ きゃ きぃ きゅ きぇ きょ │
│ｑｙａ ｑｙｉ ｑｙｕ ｑｙｅ ｑｙｏ │ くゃ くぃ くゅ くぇ くょ │
│ｋｗａ ｋｗｉ ｋｗｕ ｋｗｅ ｋｗｏ │ くゎ くぃ く くぇ くぉ │
│ｓｙａ ｓｙｉ ｓｙｕ ｓｙｅ ｓｙｏ │ しゃ しぃ しゅ しぇ しょ │
│ｓｈａ ｓｈｉ ｓｈｕ ｓｈｅ ｓｈｏ │ しゃ し しゅ しぇ しょ │
│ｔｙａ ｔｙｉ ｔｙｕ ｔｙｅ ｔｙｏ │ ちゃ ちぃ ちゅ ちぇ ちょ │
│ｃｙａ ｃｙｉ ｃｙｕ ｃｙｅ ｃｙｏ │ ちゃ ちぃ ちゅ ちぇ ちょ │
│ｃｈａ ｃｈｉ ｃｈｕ ｃｈｅ ｃｈｏ │ ちゃ ち ちゅ ちぇ ちょ │
│ｔｓａ ｔｓｉ ｔｓｕ ｔｓｅ ｔｓｏ │ つぁ つぃ つ つぇ つぉ │
│ｔｈａ ｔｈｉ ｔｈｕ ｔｈｅ ｔｈｏ │ てゃ てぃ てゅ てぇ てょ │
│ｎｙａ ｎｙｉ ｎｙｕ ｎｙｅ ｎｙｏ │ にゃ にぃ にゅ にぇ にょ │
│ｈｙａ ｈｙｉ ｈｙｕ ｈｙｅ ｈｙｏ │ ひゃ ひぃ ひゅ ひぇ ひょ │
│ｆｙａ ｆｙｉ ｆｙｕ ｆｙｅ ｆｙｏ │ ふゃ ふぃ ふゅ ふぇ ふょ │
│ｍｙａ ｍｙｉ ｍｙｕ ｍｙｅ ｍｙｏ │ みゃ みぃ みゅ みぇ みょ │
│ｒｙａ ｒｙｉ ｒｙｕ ｒｙｅ ｒｙｏ │ りゃ りぃ りゅ りぇ りょ │
│ｌｙａ ｌｙｉ ｌｙｕ ｌｙｅ ｌｙｏ │ りゃ りぃ りゅ りぇ りょ │
│ │ │
│ｇｙａ ｇｙｉ ｇｙｕ ｇｙｅ ｇｙｏ │ ぎゃ ぎぃ ぎゅ ぎぇ ぎょ │
│ｇｗａ ｇｗｉ ｇｗｕ ｇｗｅ ｇｗｏ │ ぐゎ ぐぃ ぐ ぐぇ ぐぉ │
│ｚｙａ ｚｙｉ ｚｙｕ ｚｙｅ ｚｙｏ │ じゃ じぃ じゅ じぇ じょ │
│ｊｙａ ｊｙｉ ｊｙｕ ｊｙｅ ｊｙｏ │ じゃ じぃ じゅ じぇ じょ │
│ｄｙａ ｄｙｉ ｄｙｕ ｄｙｅ ｄｙｏ │ ぢゃ ぢぃ ぢゅ ぢぇ ぢょ │
│ｄｈａ ｄｈｉ ｄｈｕ ｄｈｅ ｄｈｏ │ でゃ でぃ でゅ でぇ でょ │
│ｂｙａ ｂｙｉ ｂｙｕ ｂｙｅ ｂｙｏ │ びゃ びぃ びゅ びぇ びょ │
│ｐｙａ ｐｙｉ ｐｙｕ ｐｙｅ ｐｙｏ │ ぴゃ ぴぃ ぴゅ ぴぇ ぴょ │
│ │ │
│ｉｔｃｈｉ ａｎ’ａｎ ｎｏｎｎｏ │ いっち あんあん のんの │
│ｋｅｍｍａ ｒｏｍｂｕｎ ｓａｍｐａｉ│ けんま ろんぶん さんぱい │
└──────────────────┴─────────────┘

ローマ字／かな変換では，次の特殊文字変換も行います。

A–4 ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧



ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧
A.2変換対応表

┌──────────────┬───────────────┐
│ 変換前 │ 変換後 │
├──────────────┼───────────────┤
│ ；（セミコロン） │ 、（読点） │
│ ．（ピリオド） │ 。（句点） │
│ ＋（正符号） │ ・（中点） │
│ －（負符号） │ ー（長音記号） │
│ ￥（円記号） │ ＼（逆斜線） │
│ ｀（左シングル引用符） │ ‘（左シングル引用符） │
│ ‾（オーバーライン） │ ～（波ダッシュ） │
│ ＠（単価記号） │ ◎（二重丸） │
│ ＊（星印） │ ※（米印） │
│ ＝（等号） │ 〓（げた記号） │
│ ［（始め大括弧） │ 「（始めかぎ括弧） │
│ ］（終り大括弧） │ 」（終りかぎ括弧） │
│ ＜（不等号，より小） │ 〈（始め山括弧） │
│ ＞（不等号，より大） │ 〉（終り山括弧） │
└──────────────┴───────────────┘

A.2.2 記号変換対応表

記号変換は， 1～ 3文字の英数字，特殊記号から，漢字コード体系の記号 1文字に
変換，および，区点コード変換，漢字コード変換を行う機能です。

例 A–2 1文字変換

┌────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│ 変換前 │１│２│３│４│５│６│７│８│９│０│－│
├────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ 変換後 │└│┴│┘│├│┼│┤│┌│┬│┐│││─│
└────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘

ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧 A–5
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A.2変換対応表

例 A–3 2文字変換

┌────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│ 変換前 │||│,.│..│‘‘│([│])│<<│>>│[[│]]│[(│)]│+-│XX│:-│
├────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ 変換後 │‖│…│‥│“│〔│〕│《│》│『│』│【│】│±│×│÷│
└────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘
┌────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│ 変換前 │=/│<=│>=│OO│.;│O>│O+│’’│.C│C/│L-│SS│><│()│<>│
├────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ 変換後 │≠│≦│≧│∞│∴│♂│♀│″│℃│¢│£│§│☆│○│◇│
└────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘
┌────┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┬─┐
│ 変換前 │[]│<\│</│=|│>-│<-│|^│|v│
├────┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┼─┤
│ 変換後 │□│△│▽│〒│→│←│↑│↓│
└────┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┴─┘

例 A–4 3文字変換

┌────┬──┬──┬──┬──┬──┬──┐
│ 変換前 │Ｋ><│Ｋ()│Ｋ<>│Ｋ[]│Ｋ<\│Ｋ</│
├────┼──┼──┼──┼──┼──┼──┤
│ 変換後 │ ★ │ ● │ ◆ │ ■ │ ▲ │ ▼ │
└────┴──┴──┴──┴──┴──┴──┘

区点コード変換

区点コードから，漢字に変換します。

"J" に続けて区番号(1～3桁)，点番号(2桁)

区番号 1 ～ 94 ＤＥＣ漢字セット
101 ～ 194 拡張領域

点番号 1 ～ 94

　　(例)
J125 → “々”
区番号 1
点番号 25

A–6 ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧



ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧
A.2変換対応表

16進コード変換

16進コードから，漢字に変換します。

"X" に続けて１６進２バイトコード

第 1 バイト A1 ～ FE
第 2 バイト A1 ～ FE ＤＥＣ漢字セット

21 ～ 7E 拡張領域

(例)
XA1B9 → “々”
第１バイト A1
第２バイト B9

ローマ字・かな漢字変換変換規則一覧 A–7





B
V1フォーム・ドライバと互換性のある呼び出し

VAX FMS V1呼び出しと，これに対応するHP FMS V2呼び出しの一覧表と，両
者の違いの簡単な説明を次にあげます。

V1呼び出し V2呼び出し 説明

FDV$INIT FDV$ATERM FDV$ATERMは端末をフォーム・ド
ライバにアタッチし， FDV$AWKSP
はワークスペース (不純領域)を端末
にアタッチします。 FDV$ATERMと
FDV$AWKSPは， V1プログラムの
FDV$INIT呼び出しにより自動的に呼び
出されます。

FDV$CLRSH
FDV$SHOW

FDV$CDISP
FDV$DISP

FDV$CDISPと FDV$DISPは，フォー
ムを画面上で指定されている行数だけ上
下させるよう，フォーム・ドライバに指
示するオプショナル・オフセット引き数
をもちます。また， V1の FDV$SHOW
と FDV$CLRSH呼び出しは，フォーム
の属性をクリアする領域に連結されてい
るオフセット引き数をもちます。 V2の
フォームでは，クリアする領域に行 (0,0)
を指定することができますが，これは行
がクリアされないという意味です。 V1
では，この値を指定することはできず，
もしも FDV$CLRSH呼び出しと同時に
使われると， VDV$_LINエラーが発生
します。

FDV$INLN FDV$GETSC FDV$INLNは，この名が機能を表すよ
うに改名されました。

V1フォーム・ドライバと互換性のある呼び出し B–1



V1フォーム・ドライバと互換性のある呼び出し

V1呼び出し V2呼び出し 説明

FDV$PUT
FDV$PUTAL

FDV$PUTD
FDV$PUTDA

FDV$PUTDは 1つのフィールドに省
略値を付けます。 FDV$PUTDAはすべ
てのフィールドに省略値を付けます。
FMSV1では， FDV$PUT（ナル値の付
いた FDV$PUT）と FDV$PUTAL（引
き数の付かない FDV$PUTAL）に特別
な変形を与え，同じ動作が行えるように
なっていました。

FDV$OUTLN FDV$PUTSC FDV$OUTLNは，この名が機能を表す
ように， FDV$PUTSCと改名されまし
た。

FDV$RETN FDV$RET FDV$RETNは，この名が機能を表すよ
うに， FDV$RETと改名されました。

FDV$IDATA FDV$RETDI FDV$IDATAは，この名が機能を表す
ように， FDV$RETDIと改名されまし
た。

FDV$NDATA FDV$RETDN FDV$RETDNは FDV$NDATAと同等
ですが， FDV$RETDNは名前をつけら
れているデータ・インデックスを返す点
が違います。

FDV$GCF FDV$RETFN FDV$GCFは，この名が機能を表すよう
に， FDV$RETFNと改名されました。

FDV$LEN FDV$RETLE FDV$LENは，この名が機能を表すよう
に， FDV$RETLEと改名されました。

FDV$TERM FDV$TCHAN FDV$TERMは，この名が機能を表す
ように， FDV$TCHANと改名されまし
た。

FDV$GET FDV$WAIT FDV$WAITにより，フォーム・ドラ
イバは，ユーザとアプリケーション・
プログラムを同期させることができま
す。 FMS V1でも，同じ動作を行う
FDV$GET呼び出し (フィールド名引き
数の付かない FDV$GET)の特別な変形
が与えられていますが， FDV$WAITも
フィールド・ターミネータを返す点が違
います。

B–2 V1フォーム・ドライバと互換性のある呼び出し



C
ECOに関する情報

本リリースのキットには，英語版 V2.4の ECO1～ ECO5で修正された内容が含ま
れています (ただし， ECO5のユーロ通貨記号のサポートのための修正を除く)。

ECOに関する情報 C–1
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